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９４ 無毒化用優良母樹の探索と保存

課題 名
ブドウ‘巨峰，の優良母樹の選抜

試験研究年次 62年～１年（完了）

(果樹苗木一無病苗）
,-.L』

分類 ③

Ｉ目的

果実品種が優れ， 藩果負担力のある優良系統を収集・選抜し無毒化用の母樹と
する 。

Ⅱ試験方法

１調査対象樹として，２樹を遡定した。週定基準としては，各地域の品評会等で
優秀な成頼を修め，現地で高い評価を受けている樹とした。．「Ｍ」はテレキ８Ｂ
台で29年生ｂ露地栽培，６２年から調査を開始した。「Ｈ」の台木は不明だがテレ
キ系の台木と推察される。１９年生で露地栽培，６３年から調査を開始した。

２調査に供戯した果実は，主枝の先端部，中間部，基部からそれぞれ採収した。
６２年は「Ｍ」を７月28日，８月12日，９月4日の各時期に各３房サンプリングを行な
った。６３年は「Ｈ」・「Ｍ」とも８月１８日に各６房サンプリングを行なった。１年
は「Ｈ」を８月５日に，「Ｍ」を８月３１日に各９房サンプリングを行なった

３ウイルス検査は，６２年８月ｒＭＪをコーキーバーク検定として‘ＬＮ３３，に１本，
フレック，ファンリーフ検定として‘Ｓｔ,George，に１本緑枝接ぎを行なし､検定を
開始した｡６３年５月「Ｈ」・「Ｍ」ともリーフロール検定として‘CabernetFran
-c，に3本，コーキーバーク検定として‘ＬＮ３３，に3本，フレツク，ファンリー
フ検定としてOSt,George，に３本緑枝接ぎを行い検定を開始した｡

Ⅲ主要成果の概要、

１ｒ ＭＪ は ， 観光ブドウ園で１房が35粒前後と大房傾向にあるものの，３ｶ年の果
実調査結果では， 1粒重が１１．７～１４．１９と優れていた。．

２「Ｈ」の６３年産果実は，８月１２日時点で９割方収穫が終了，果実鯛査の結果でも
カラーチヤートの溌色指数で8.3と高く，１粒重は12.69であった。１年産果実は，
８月５日の果実調査で蒼色指数が7.0と対照樹の6.0に比べ高く1粒重は12.99であっ
た。「Ｍ」に比べ「Ｈ」は，特に若色が早く，着色程度も高いため盆前出荷用に
適する。

３木本植物によるウイルス検定の結果，ｒＭＪ・ｒＨ」どもフレック保毒が確認
された。’
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Ｖ主要成果の具体的データ

７月２８日９．０１００．８１８．７３７７．６１１．５９５．６－１．２１２．０
８月１２日８．０８２．７20.0362.5１３．２９２．２３．７１．３１４．６

･＝公一Ｗ，の●■ｑ⑥、匡可１１ｑ１Ｒｎ

Ｖ 成果の劃評価と取扱上の留意点
「Ｍ」は果粒肥大，「Ｈ」は着色の点で優れており，

で きる ◎

Ⅵ今後の研究上の問題点
ウイルスフリー化とその後の果実'品謝質。
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無毒化用優良母樹として利用
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